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研究成果概要 
 本年度も、昨年度に引き続き、CRC 内で将来計画を議論するための場として、CRC 将

来計画タウンミーティングを開催した。昨年度までの CRC 将来計画タウンミーティング

は、学術会議天文宇宙物理分科会からの中型計画に関する答申以来に対応するためのも

のであった。今年度は、その作業に一区切りをつけて、新たに CRC 全体の将来計画を議

論するスタートラインとして企画した。企画に当たっては、２年にわたる中型計画の議

論の最中に取り上げる事が出来なかった要件に焦点をしぼることを念頭においた。ひと

つ目は、分野全体に大きくかかわる現時点で進行中および計画として俎上に上がってい

る大型計画である KAGRA と Hyper-Kamiokande の二つの計画を、タウンミーティング

としてとりあげ、計画の現状と展望を CRC 会員が共有する場を設ける事であった。もう 
ひとつは、規模のクラスにとらわれず新規に提案される将来計画を取り上げることであ

り、このタウンミーティングに先立ち、これまでほとんど議論のなかった小規模計画を

中心に新たな計画提案の公募を行った。 
 タウンミーティングは、本年度３月１４日（金）に、東京大学柏キャンパス図書館メ

ディアホールで開催され、KAGARA, Hyper-Kamiokande の他、NEWAGE, LHCfZ, 
GRAINE, Tax4, DPF などの諸計画が新たに提案され、議論が行われた。 
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